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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 
イノシシ、ハクビシン、ニホンザル、ツキノワグマ、カワウ、サギ類

（アオサギ、ダイサギ、ゴイサギ） 

計画期間 令和５年度～令和８年度 

対象地域 矢祭町全域 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和４年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 被害数値 

イノシシ 

水稲 45 千円 0.041 ha 

そば 1 千円 0.01 ha 

イノシシ合計 46 千円 0.051 ha 

ハクビシン 

ぶどう 400 千円 0.052 ha 

ハクビシン合計 400 千円 0.052 ha 

ニホンザル 

－ 0 千円 0 ha 

ニホンザル合計 0 千円 0 ha 

ツキノワグマ 

－ 0 千円 0 ha 

ツキノワグマ合計 0 千円 0 ha 

カワウ 

鮎（稚魚、成魚） 1,340 千円 447 kg 

カワウ合計 1,340 千円 447 kg 

サギ類 

（アオサギ、ダイ

サギ、ゴイサギ） 

鮎（稚魚、成魚） 1,954 千円 893 kg 

サギ類合計 1,954 千円 893 kg 

農産物合計 446 千円 0.103 ha 

水産物合計 3,294 千円  1,340 kg 
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（２）被害の傾向 

【イノシシ】 

農作物被害は４月～５月にばれいしょ等畑作物、６月～１０月にかけては水稲やそば被害が

多い。また、年間を通して農地の土手や畦畔並びに町内の観光地並びに観光施設周辺で法面や

道路わきの掘り起しが発生している。 

被害防止対策設備の普及や広域設置により、農作物被害は抑えられつつあるが、普及の遅れ

ている地域並びに農地周辺の法面や畦畔で掘起し等の被害が確認されている。 

近年では豚熱（CFS）が一因と思われる個体数の減少に伴い、目撃情報や農作物被害、捕獲

頭数は減少傾向にある。 

 

【ハクビシン】 

春から初秋にかけて各地区の農地周辺や農道で食痕が確認されている。また、交通事故等に

より死亡した個体が確認されている。 

特にぶどう園での食害が問題となっており、収穫予定果実が全滅してしまう被害も過去に発

生している。 

 

【ニホンザル】 

農作物等への被害は確認されてはいないが、近年町内での目撃情報が増加している。目撃情

報が入った場合には警察と連携し、花火やエアソフトガンを使用しての追い払いや町民への周

知、近隣町村への情報提供を実施している。 

 

【ツキノワグマ】 

 本町での農作物及び人身被害は確認されてはいないが、近隣町村から出没及び目撃情報が寄

せられている。 

 

【カワウ・サギ類】 

春先から秋にかけて久慈川を中心に町の特産品でもある鮎に甚大な被害をもたらしている

ため、追払いや捕獲を実施している。実施隊による積極的な駆除や追い払い活動はしているも

のの、年々飛来する個体数が増加しているため、十分な被害低減には結びついておらず、更な

る対応を協議していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

（３）被害の軽減目標 

指 標 現状値（令和４年度） 目標値（令和８年度） 

イノシシ 46 千円 0.051 ha  44 千円 0.047 ha  

ハクビシン 400 千円 0.052 ha  376 千円 0.048 ha  

ニホンザル 0 千円 0 ha  0 千円 0 ha  

ツキノワグマ 0 千円 0 ha  0 千円 0 ha  

カワウ 1,340 千円 447 kg  1,259 千円 420 kg  

サギ類（アオサギ、ダイサギ

、ゴイサギ） 
1,954 千円 893 kg  1,836 千円 839 kg  

農作物合計 446 千円 0.103 ha  420 千円 0.095 ha   

水産物合計 3,294 千円 1,340 kg  3,095 千円 1,259 kg  
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（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に関す

る取組 

イノシシ、ハクビシン、カワウ

に対して実施隊を編成し、捕獲を

実施している。（捕獲手段：銃器、

わなによる） 

ニホンザルに対しては、実施隊

による追い払いを実施している。

（追払い手段：ロケット花火） 

ツキノワグマに対しては近隣

で目撃情報があった場合、実施隊

によるパトロールを実施してい

る。 

実施隊員（対象鳥獣捕獲員）の

高齢化による、効率的なわなの設

置。 

防護柵の設置

等に関する取

組 

 住民が電気柵等で自主防衛し

被害防止対策を行っている。 

電気柵等を用いて被害防止対策

をするという意識は向上している

が、未だ個人による設置が大半で

あり、設置箇所外の被害が増加し

ている。 

生息環境管理

その他の取組 

 設置した電気柵等の周辺及び

鳥獣の侵入経路となる薮の刈払

いといった管理について、個別並

びに行政回覧で住民に広報して

いる。 

地域住民の高齢化や後継者の不

在等の理由により管理できない土

地が増えつつある。 
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（５）今後の取組方針 

継続的な取組として町と実施隊と地域住民とが連携し、効率的な被害防止対策を実施す

るよう働きかけ、必要に応じて地域住民に対し被害防止対策の勉強会等を開催していく。

また、東白川地域鳥獣被害防止広域対策協議会を通じ、鳥獣被害防止対策に関して近隣町

村と情報共有をしていく。 

ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）については、農作物被害や捕獲の

状況を見ながら導入の検討をしていく。 

 

①イノシシへの対応 

引続き集落単位での広域的な防護柵の設置を推進するとともに、個人や団体を問わず、

より効果的な対策設備の設置方法の指導を行えるよう働きかける。また、捕獲についても

実施隊の知識向上と技術の習得に努めるとともに、狩猟による個体数調整を積極的に推進

するための補助金等による支援を実施する。 

 

②ハクビシンへの対応 

わなによる捕獲が中心になる。その他、住民の自発的な防除を支援及び指導する。 

 

③ニホンザルへの対応 

目撃情報等の収集及び効果的な対策の検討、町民への周知・指導に努めることとする。 

 

④ツキノワグマへの対応 

 即時に対応できるように連絡網及び役割の整理を実施していく。また、必要に応じて有

害捕獲等の対応を検討する。 

 

⑤カワウ、サギ類への対応 

久慈川第一漁協と連携し、実施隊による捕獲を継続する。また、漁協と連携し捕獲及び

効果的な防除について検討を進める。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

矢祭町長の任命及び指名により、福島県猟友会東白川支部の被推薦者及び町職員が矢祭

町鳥獣被害対策実施隊を編成。矢祭町と時期・場所について協議を行い、捕獲を実施。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和５年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

町に寄せられた被害状況等を精査し、実施隊と

連携して捕獲を行う。また、東白川地域鳥獣被害

防止広域対策協議会と情報共有し、町村をまたが

る捕獲事案について協議していく。 

１ 被害情報の共有 

・ 被害通報窓口による情報収集 

・ 被害情報等の収集及び、生息の把握など状況

調査の実施 

・ 実施隊への情報提供、捕獲の実施依頼 

２ 東白川地域鳥獣被害防止対策協議会との連携 

・ 被害、目撃等の情報提供及び共有。 

カワウ 

サギ類 

漁協、実施隊、町対策協議会、広域協議会と連

携して定期的にカワウ及びサギ類の一斉捕獲を

行うとともに、効果的な被害防止対策の在り方に

ついての協議を進める。 

令和６年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

町に寄せられた被害状況等を精査し、実施隊と

連携して捕獲を行う。また、東白川地域鳥獣被害

防止広域対策協議会と情報共有し、町村をまたが

る捕獲事案について協議していく。 

１ 被害情報の共有 

・ 被害通報窓口による情報収集 

・ 被害情報等の収集及び、生息の把握など状況

調査の実施 

・ 実施隊への情報提供、捕獲の実施依頼 

２ 東白川地域鳥獣被害防止対策協議会との連携 

・ 被害、目撃等の情報提供及び共有。 

カワウ 

サギ類 

漁協、実施隊、町対策協議会、広域協議会と連

携して定期的にカワウ及びサギ類の一斉捕獲を

行うとともに、効果的な被害防止対策の在り方に

ついての協議を進める。 

令和７年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

町に寄せられた被害状況等を精査し、実施隊と

連携して捕獲を行う。また、東白川地域鳥獣被害

防止広域対策協議会と情報共有し、町村をまたが

る捕獲事案について協議していく。 

１ 被害情報の共有 

・ 被害通報窓口による情報収集 
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・ 被害情報等の収集及び、生息の把握など状況

調査の実施 

・ 実施隊への情報提供、捕獲の実施依頼 

２ 東白川地域鳥獣被害防止対策協議会との連携 

・ 被害、目撃等の情報提供及び共有。 

カワウ 

サギ類 

漁協、実施隊、町対策協議会、広域協議会と連

携して定期的にカワウ及びサギ類の一斉捕獲を

行うとともに、効果的な被害防止対策の在り方に

ついての協議を進める。 

令和８年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

町に寄せられた被害状況等を精査し、実施隊と

連携して捕獲を行う。また、東白川地域鳥獣被害

防止広域対策協議会と情報共有し、町村をまたが

る捕獲事案について協議していく。 

１ 被害情報の共有 

・ 被害通報窓口による情報収集 

・ 被害情報等の収集及び、生息の把握など状況

調査の実施 

・ 実施隊への情報提供、捕獲の実施依頼 

２ 東白川地域鳥獣被害防止対策協議会との連携 

・ 被害、目撃等の情報提供及び共有。 

カワウ 

サギ類 

漁協、実施隊、町対策協議会、広域協議会と連

携して定期的にカワウ及びサギ類の一斉捕獲を

行うとともに、効果的な被害防止対策の在り方に

ついての協議を進める。 
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（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

福島県第１３次鳥獣保護管理事業計画（福島県イノシシ管理計画、福島県ニホンザル管

理計画、福島県ツキノワグマ管理計画、福島県カワウ管理計画）に基づく基準により捕獲

を行う。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

イノシシ 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県イ

ノシシ管理計画に

基づく基準による 

捕獲目標１５０頭 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県イ

ノシシ管理計画に

基づく基準による 

捕獲目標１５０頭 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県イ

ノシシ管理計画に

基づく基準による 

捕獲目標１５０頭 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県イ

ノシシ管理計画に

基づく基準による 

捕獲目標１５０頭 

ハクビシン 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

ニホンザル 

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画及び福島県ニホ

ンザル管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画及び福島県ニホ

ンザル管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画及び福島県ニホ

ンザル管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画及び福島県ニホ

ンザル管理計画に

基づく基準による 

ツキノワグ

マ 

福島県第１３次

鳥獣保護事業計画

及び福島県ツキノ

ワグマ管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次

鳥獣保護事業計画

及び福島県ツキノ

ワグマ管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次

鳥獣保護事業計画

及び福島県ツキノ

ワグマ管理計画に

基づく基準による 

福島県第１３次

鳥獣保護事業計画

及び福島県ツキノ

ワグマ管理計画に

基づく基準による 

カワウ 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県カ

ワウ管理計画に基

づく基準による 

捕獲目標８０羽 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県カ

ワウ管理計画に基

づく基準による 

捕獲目標８０羽 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県カ

ワウ管理計画に基

づく基準による 

捕獲目標８０羽 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画及び福島県カ

ワウ管理計画に基

づく基準による 

捕獲目標８０羽 

サギ類（アオ

サギ、ダイサ

ギ、ゴイサ

ギ） 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 

福島県第１３次

鳥獣保護管理事業

計画に基づく基準

による 
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捕獲等の取組内容 

捕獲方法は、イノシシは、はこわな、くくりわな、銃器による。 

      ハクビシンは、はこわなによる。 

      カワウ、サギ類、ニホンザルは銃器による。 

      ツキノワグマは銃器による。 

捕獲時期は、農作物被害が多発する４月から１１月ごろを重点とする。 

      水産物被害については、４月から９月ごろを重点とする。 

人的被害の恐れのある個体及び農作物の被害が大きい地区を重点的に実施することと

し、安全かつ効果的な捕獲を行うため、地域住民の理解を得ながら、有害鳥獣の行動を把

握し、必要最低限の捕獲を行う。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

イノシシの巻き狩り、及びわなで捕獲した個体に安全に止めさしを行うため、ライフル銃

を使用している。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

矢祭町内の久慈川流域及び支流 カワウ 
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４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

イノシシ 

ハクビシン 

電気柵 

６，０００ｍ 

（受益面積９ｈａ） 

電気柵 

６，０００ｍ 

（受益面積９ｈａ） 

電気柵 

６，０００ｍ 

（受益面積９ｈａ） 

電気柵 

６，０００ｍ 

（受益面積９ｈａ） 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグ

マ 

行政回覧や広報誌

等を通じて鳥獣被害

防止に関する情報収

集と提供を行う。ま

た、以下のような対策

の取組を呼びかける

とともに、必要に応じ

て座談会等を開催し、

周知を図る。 

・ 電気柵等被害防

止対策設備の効

果的な設置方法

及び広域的設置

の促進。 

継続して行政回覧

や広報誌等を通じて

鳥獣被害防止に関す

る情報収集と提供を

行う。また、以下のよ

うな対策の取組を呼

びかけるとともに、必

要に応じて座談会等

を開催し、周知を図

る。 

・ 電気柵等被害防

止対策設備の効

果的な設置方法

及び広域的設置

の促進。 

継続して行政回覧

や広報誌等を通じて

鳥獣被害防止に関す

る情報収集と提供を

行う。また、以下のよ

うな対策の取組を呼

びかけるとともに、必

要に応じて座談会等

を開催し、周知を図

る。 

電気柵等被害防止

対策設備の効果的な

設置方法及び広域的

設置の促進。 

実施してきた取組

については継続して

実施する。また、令和

５年度から令和７年

度の効果を検証する。 

カワウ・サ

ギ類 

漁協と連携して花

火による追い払い活

動を実施する。 

継続して花火によ

る追い払い活動を実

施する。 

継続して花火によ

る追い払い活動を実

施する。 

被害状況調査によ

る追払い活動の効果

を確認する。 
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５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

５年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

地域住民に対し、行政回覧や広報誌等を通じて鳥

獣被害防止に関する情報収集と提供を行う。また、

以下のような対策の取組を呼びかけるとともに、必

要に応じて座談会等を開催し、周知を図る。 

・ 餌場になる収穫残渣や生ごみ等の適正な処理。 

・ 集落による自主的な農地周辺林地の整備。 

カワウ・サギ類  漁協と協議の上、追払い以外の防止施策について

も検討していく。 

６年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

継続して行政回覧や広報誌等を通じて鳥獣被害防

止に関する情報収集と提供を行う。また、以下のよ

うな対策の取組を呼びかけるとともに、必要に応じ

て座談会等を開催し、周知を図る。 

・ 餌場になる収穫残渣や生ごみ等の適正な処理。 

・ 集落による自主的な農地周辺林地の整備。 

カワウ・サギ類  漁協と協議の上、追払い以外の防止施策について

も検討していく。 

７年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

地域住民に対し、行政回覧や広報誌等を通じて鳥

獣被害防止に関する情報収集と提供を行う。また、

以下のような対策の取組を呼びかけるとともに、必

要に応じて座談会等を開催し、周知を図る。 

・ 餌場になる収穫残渣や生ごみ等の適正な処理。 

・ 集落による自主的な農地周辺林地の整備。 

カワウ・サギ類  漁協と協議の上、追払い以外の防止施策について

も検討していく。 

８年度 

イノシシ 

ハクビシン 

ニホンザル 

ツキノワグマ 

実施してきた取組については継続して実施する。

また、令和５年度から令和７年度の効果を検証する。 

カワウ・サギ類  ５年度から７年度の状況を踏まえ漁協と協議の

上、追払い以外の防止施策を検討していく。 
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６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれ

がある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

矢祭町 事務局を担当し、連絡・調整を行う。 

矢祭町鳥獣被害対策実施隊 有害鳥獣の情報提供及び有害鳥獣捕獲を実施。 

福島県猟友会東白川支部 

矢祭分会 
有害鳥獣の情報提供及び有害鳥獣捕獲を実施。 

福島県警棚倉警察署 捕獲活動に関する助言及び指導を行う。 

福島県県南地方振興局 鳥獣の保護管理、狩猟に関する助言及び指導等を行う。 

東白川地域鳥獣被害防止 

広域対策協議会 

町村をまたがる広域での有害鳥獣捕獲が必要な場合に対応

する。 

久慈川第一漁業協同組合 
カワウ及びサギ類の有害捕獲及び被害対策に関する助言を

行う。 

 

（２）緊急時の連絡体制 

事業課長の指示により、担当者が関係機関等と下図の通り連絡・調整を図る。 
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７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、適正な処分をする。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利

用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 なし 

ペットフード なし 

皮革 なし 

その他（油脂、骨製品、角製品動物園等

でのと体給餌、学術研究等） 
なし 

 

（２）処理加工施設の取組 

なし 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

なし 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 矢祭町鳥獣被害防止対策協議会 

構 成 機 関 等 の 名 称 役    割 

 

矢祭町 

事務局を担当し協議会に関する連絡及び調整を行

う。 

福島県猟友会東白川支部 

矢祭分会 

有害鳥獣関連情報の提供と安全で効果的な捕獲方

法について助言を行う。 

矢祭町鳥獣被害対策実施隊 有害鳥獣捕獲の実施を行う。 

久慈川第一漁業協同組合 カワウ対策の情報提供を行う。 

JA 東西しらかわ矢祭支店 有害鳥獣関連情報の提供を行う。 

 

（２）関係機関に関する事項 

関連機関の名称 役    割 

棚倉森林管理署 国有林での有害鳥獣関連情報の提供を行う。 

福島県県南地方振興局 

県民環境部 

鳥獣の保護・環境保全担当の立場から総合的な対策指

導や広域的な情報提供、その他必要な支援を行う。 

福島県県南農林事務所 

農業振興普及部 

有害鳥獣関連情報の提供及び有害鳥獣の捕獲行為に関

する助言及び指導を行う。 

福島県県南農林事務所 

森林林業部 

有害鳥獣関連情報、森林整備等の情報提供及び森林整

備対策等の助言及び指導を行う。 
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（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

設置時期 平成２８年８月１日 

隊員数 １７名 

構成員 
町職員３名（実施隊長１名、事務局員２名） 

福島県猟友会東白川支部員 １４名 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

イノシシ等の侵入防止に必要な、農地周辺の草刈り、枯れ草の処理、緩衝帯の設置等の

取組については、直接払交付金制度による「協定集落」とも連携して行う。 

 

１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

矢祭町、塙町、棚倉町、鮫川村の４町村で構成された東白川地域鳥獣被害防止広域対策

協議会を設置し、鳥獣の被害や出没状況、町村で実施する被害防止対策について情報交換

を実施している。 

 


